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求
め
ら
れ
る
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
ら
く
の
里 

支
援
課
課
長 

中
山 

寛
基 

ゆ
ら
く
の
里
に
入
職
し
て
十
五
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
は
変
化
も
色
々
あ
り
ま
し
た
。
年
齢
は
二
十
代
か
ら
四
十
代
に
入
り
、
業

務
に
お
い
て
は
、
ご
利
用
者
の
方
々
へ
の
支
援
に
携
わ
ら
せ
て
頂
き
、
何
も
分
か
ら
な
か
っ
た
新
人
時
代
か
ら
、
経
験
を
経
て
中
堅
そ
し
て
ベ

テ
ラ
ン
と
し
て
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
現
場
支
援
か
ら
退
き
、
事
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
管
理
職
と
な
り
ま
し
た
。 

一
方
、
我
が
法
人
も
法
律
や
制
度
の
大
き
な
変
容
に
合
わ
せ
て
様
変
わ
り
を
し
て
き
ま
し
た
。
当
初
は
入
所
施
設
「
ゆ
ら
く
の
里
」
の
み
で

し
た
が
、
通
所
型
事
業
の
「
今
人
」
や
「
我
楽
」
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
「
の
あ
」
、
相
談
支
援
事
業
「
し
ぇ
～
く
」
や
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
「
そ
～
る

１
・
２
・
３
」
と
い
っ
た
事
業
が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
成
人
だ
け
で
な
く
児
童
の
ご
利
用
者
も
受
け
入
れ
る
「
コ
テ
ー
ジ
・
コ
テ
ー
ジ
Ｊ
ｒ
」

や
「
は
ぐ
ら
い
ぶ
」
な
ど
、
多
種
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
法
人
へ
と
変
化
を
遂
げ
ま
し
た
。
ゆ
ら
く
の
里
の
中
で
も
支
援
内
容
の
改

善
を
行
い
、
昔
と
は
色
々
と
違
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

で
は
、
こ
れ
か
ら
の
入
所
型
施
設
で
は
一
体
何
が
求
め
ら
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
？
健
康
を
維
持
し
、
怪
我
な
く
安
全
に
暮
ら
し
て
頂
く

こ
と
は
当
然
重
要
で
す
が
、
そ
れ
で
良
か
っ
た
時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
ま
し
た
。
ゆ
ら
く
に
は
二
十
歳
に
な
ら
れ
た
ば
か
り
の
方
か
ら
八
十
歳

近
い
ご
高
齢
の
方
ま
で
様
々
な
年
齢
層
の
方
が
お
ら
れ
ま
す
し
、
知
的
障
害
だ
け
で
な
く
、
身
体
障
害
や
精
神
障
害
等
を
重
複
で
お
持
ち
の
方

も
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
集
団
で
の
支
援
で
は
な
く
、
個
々
の
障
害
特
性
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支
援
を
行
う
事
が
基
本
と
な
っ
て
き
ま
す
。
例

え
ば
、
仲
間
と
一
緒
に
過
ご
す
事
は
人
と
し
て
必
要
な
こ
と
で
す
が
、
自
閉
症
の
方
に
と
っ
て
は
集
団
で
の
生
活
や
活
動
が
苦
痛
に
な
っ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
多
々
見
ら
れ
ま
す
。
お
一
人
も
し
く
は
少
人
数
で
過
ご
し
て
も
ら
え
る
時
間
・
場
所
の
提
供
な
ど
環
境
調
整
を
し
て
い
く
支
援

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。 

ま
た
、「
解
決
す
べ
き
課
題
は
、
当
事
者
た
る
個
人
に
あ
る
」
と
い
う
従
来
の
医
学
モ
デ
ル
の
考
え
方
だ
け
で
は
な
く
、「
解
決
す
べ
き
課
題

は
、
当
事
者
で
は
な
く
社
会
に
あ
る
」
と
い
う
社
会
（
生
活
）
モ
デ
ル
の
考
え
方
を
持
っ
て
支
援
を
構
築
し
て
い
く
事
も
大
切
で
す
。
車
椅
子

を
使
用
し
て
お
ら
れ
る
方
に
対
し
て
、
階
段
を
登
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
歩
行
を
促
す
支
援
と
い
う
の
が
医
学
モ
デ
ル

で
あ
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
作
る
こ
と
や
車
椅
子
を
抱
え
て
階
段
を
上
が
る
支
援
を
整
え
て
い
く
の
が
社
会
モ
デ
ル
と
い
え
ま
す
。 

加
え
て
、
ご
利
用
者
は
施
設
で
の
集
団
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
赤
の
他
人
同
士
が
、
や
む
を
得
ず
家
族
と
し
て
生
活
し
て

頂
い
て
い
る
こ
と
を
我
々
支
援
職
員
は
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
事
を
ふ
ま
え
て
、
私
た
ち
は
支
援
に
対
す
る
意
識
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ご
利
用
者
や
ご
家
族
の
「
思
い
」「
願

い
」「
望
み
」
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
ご
本
人
の
人
生
を
支
え
る
こ
と
を
使
命
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。 

昨
年
の
十
月
に
は
障
害
者
虐
待
防
止
法
が
、
こ
の
四
月
に
は
障
害
者
総
合
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
ご
利
用
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
続

け
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
変
化
へ
の
対
応
を
行
い
つ
つ
日
々
の
支
援
の
積
み
重
ね
を
大
事
に
し
、
求
め
に
対
す
る
答
え
を
探
求
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
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障がい

地域に向

に根ざし

ンテナシ

ステラ』

のグラン

の吉田弘

典を開催

 

ナチ

香芝市の吉

モンステラ

を引用して

テープカッ

ここから

ぽ
P oco 

い福祉の理解

向けての発信

した活動を実

ショップとし

をオープン

ンドオープン

弘明市長をは

催いたしまし

ュラル

田市長 

の花言葉『うれ

ご挨拶いただき

ット 

ら新しい一歩が始

 

ぽこ あ

解と啓発を進

信力を高め、

実施する目的

て『ナチュ

することにな

の前に、４月

じめ多くの来

た。 

ルカフェ

OPE

れしい便り』 

きました。 

始まります。 

ぽこあ 

進めていくう

今まで以上

で、以和貴会

ラルカフェ

なり、４月３

月１８日、香

来賓・関係者

当日

これほ

来賓

ただいた

カフェ開

式典

ただき、

ェ・モ

EN! 

こ 

えで、

に地域

会のア

・モン

３０日 

香芝市 

者の方々にご

日は幸いにも

どふさわしい

賓の方々にご

た方々への感

開店のテープ

典後は皆様に

、カフェにて

ンステ

-2- 

～

ご臨席いただ

好天に恵ま

い日はないと

ご挨拶をいた

感謝状贈呈、

プカットを行

にボノボビル

て自慢のパン

テラ

おいしさ

どうぞお

 
 ナチュラル

だいて、盛大

れ、最初の一

と思われるほ

だき、施工に

利用者・職

行いました。

ルでの活動の

ンを味わって

さには自信があ

お召し上がりく

以和
ルカフェ モ

大にオープン

一歩を踏み出

ほどでした。

にあたってご

職員の紹介の

 

の様子を見学

ていただきま

ります！ 

ださい。 

貴会
モンステラ 

ン記念式

出すのに

 

ご尽力い

のあと、

学してい

ました。 

～
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a 

この

ない人も

んでいき

障がい福

い！』と

として当

えるよう

ます。 

お店で

だわりサ

の年を迎

用意して

ら歓迎い

皆様の

精いっ

  

 

モーニ

ランチ 

ドリンク

物販商

香芝

営業

ぽ
P oco 

『ナチュラル

も自然に溶け

きたい、とい

福祉の啓発を

いう思いを大

当たり前の暮

うな支援を目

では、奈良県

サンドイッチ

迎えます。日

てお待ちして

いたします。

の憩いの場所にな

っぱい頑張ります

ング （８：０

 ドリン

   （１１：

サンド

ク    有機コ

商品  パン、

芝市磯壁 1 丁

業日 火曜日

ぽこ あ

ルカフェ・モ

けあうことの

いう思いが形

を積極的に進

大切にしなが

暮らし』と『

指して努力

県産中心の有

チと、ホシノ

々支えてく

ています。ぜ

 

なれるよう、

す！ 

０～１１：００

ンク、食パン、

００～１４：０

ドウィッチ２種

コーヒー ３５

焼き菓子、生

丁目１０５７-３

～土曜日  

ぽこあ 

モンステラ』

できる、地域

形になったも

進め、障がい

がら、以和貴

その人らし

する場でも

有機野菜・低農

天然酵母を使

なものを

んでくだ

き生きと

うするこ

方々が応

平成

総合的に

に代わっ

向けての

ださってい

ひ『ナチュ

）  

、サラダ、ゆ

０）  

種、スープ、プ

５０円、ソフトド

生菓子、紙漉

３ （ボノボビ

（８：００～１

こ 
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は、障がいが

域の憩いの場

のです。また

のある方々の

貴会の理念で

い人生』を送

ありたい、

農薬野菜を使

使用した手作

を地域の方々

ださるお店に

と働いている

ことで、障が

応援してくだ

２５年４月か

に支援するた

って施行され

の新たな始ま

る皆様方に感

ラルカフェ

でたまご  

プチデザート

ドリンク ３０

漉き商品、陶

ル１Ｆ）  T

１８：００）   

４月

グ

～

がある人も

場として歩

た、地域の

の『働きた

でもある『人

送ってもら

と考えてい

使用したこ

作りパン、有

々に提供いた

にしていき、

る姿を見てい

がいのある方

ださるように

から、障がい

ための障害者

れています。

まりの年で、

感謝の意を表

・モンステラ

価格 ５００

ト、ドリンク 

００円、紅茶

陶芸、全国の

EL ０７４５-５

休日  月

月３０

グランド

 
ナチュラル

有機コーヒー

たします。お

その中で障

いただきたい

方たちの『働

にしたいと考

い者の日常生

者総合支援法

地域社会に

以和貴会に

表して、お店

ラ』に足をお

美味しい

円  

価格 ９００

３５０円 

事業所商品

５１-７１０７ 

曜日・日曜日

日(火

ドオー

以和
ルカフェ モ

ーといった安

お客様がいつ

障がいのある

いと思ってい

働きたい！』

考えています

生活および社

法が障害者自

における共生

においても新

店にて最高の

お運びくださ

いお菓子も販売

０円 

品 

日・祝日   

火) 

ープン

貴会
モンステラ ～

安心・安全

つ来ても喜

る方々が生

います。そ

を多くの

。 

社会生活を

自立支援法

生の実現に

しい変革 

の笑顔をご

さい。心か

売しています。

 

！ 

～



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年度の「罹患率と生活習慣・食習慣との関係性」に関する研究で『抗てんかん薬、向精神薬を

内服投与されている方の健康サポートには口腔ケアを欠かすことができない』ということがわかりました。

また平成 23 年度の『ソフト食と口腔ケア』の研究でも、『形のある食事を食べていただくことが健康を保

つ一つの要因』であり、いつまでもおいしく食べていただくためにも口腔ケアが大切だという結論に達し

ました。そこで、私たち健康サポートチームは、今年度は口腔ケアに取り組むことに決めました。 

下村歯科へ協力を依頼し、口腔内の状態・嚥下機能・不明熱の発症などを考慮したうえで、11 名の方を

対象として平成 24 年 7 月 19 日から口腔ケアを実施しました。利用者様へのケアの実施に当たって、まず

私たちスタッフが歯科衛生士による講義と実習を受けました。そこで、不明熱の発生率は口腔内の細菌を 

減少させることで低減させることが可能であり、誤嚥し

ても、口腔内が清潔で菌の数が少なければ肺炎になるリ

スクが低くなるということを学びました。また、服薬の

副作用の歯肉炎は毎日のブラッシングで防ぐことがで

き、残存歯を維持させることも可能となるので、形ある

お料理をご自分の歯でいつまでも楽しむことにつなが

るということがわかりました。 

口腔ケア指数表を用いて、歯科医師に実施前後のねば

つき、口臭、歯石、食物残渣、炎症などの口腔の状態を

比較して評価をしてもらったところ、横ばいの方もおら

れましたが、目に見えてよくなった方もおられました。 

以和貴会
～ 法人研究発表会 ～

ぽこ 
ぽこ あ P oco 

P oco 
a 
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法人研究発表会   ２月２３日  

４月からそれぞれにテーマを決めて行ってきた研究の発表会を、ご利用者様の

ご家族にもご参観いただいてボノボビルにて開催しました。全８グループの発

表テーマは以下の通りです（発表順）。 

ゆらく日中 SST の技法を取り入れたストレングス支援とエンパワメント 

今人・我楽 最近増加しつつある発達障がい者への支援 

はぐらいぶ 成人期に向けての支援 

ゆらく生活３G やさしい施設作り（穏やかな空間～より良い日常生活を目指して～）

健康サポート 口腔ケア導入に向けて   

ゆらくの里１G 知的障がい者の高齢化を考える 

コテージ チームワークの向上のために～エゴグラムを用いて～ 

ゆらく生活２G ご利用者様の求める生活とは？（利用者目線になって考える）

この中で最優秀賞に選ばれた健康サポートチームの研究への取り組みをお知らせします。 

～健康サポートチーム 

『口腔ケア導入に向けて』～ 

口腔ケアとは？ 

◎ 歯や口の中の清掃全般 

◎ 食べ物の摂り方 

  偏食せずバランスよく食べる 

◎ 誤嚥を防止する食事の形状の工夫 

  形があり、まとまった状態の食事形態

   （普通食・ソフト食） 

◎ 機能訓練 

  ごっくん体操や口腔内のマッサージ 

◎ 歯科治療 



 

 

 

 

実施率が高いほど口腔の状態が良くなる人

がほとんどです。それ以外に、ご本人の精神

面での安定につながることがわかりました。

中には、それまで歯磨きを面倒に感じておら

れ、していないのにしたとおっしゃることさ

えあったのに、今は自ら要求されることもあ

るほど口腔ケアの時間を楽しまれた方もい

らっしゃいます。利用者様は歯磨きが嫌いで

はありません。環境を整え手法を変えるだけ

で、口腔ケアの時間を楽しまれます。口腔ケ

アメンバーではありませんが、実施をずっと

見ておられた利用者様がおられました。いつ

からか、その方も時間になると自分から歯磨

きを希望されるようになり、口腔ケアの時間

をとても楽しんでおられました。 

今回の調査的な口腔ケアの結果から、今後の本格導入に向けての課題

もいくつか見えてきました。まず、実施率に関しては、日課への組み込

みが必要だということがわかりました。また、実施率を上げても正しく

実行しなければ効果は薄いということ、実施出来ない期間があるとお薬

の副作用のある方ならすぐ元に戻るということもわかりました。そのた

めにも正しい口腔ケア法を伝達する機会が再度必要と思われます。そし

て、全スタッフ共通認識の上で行うことが出来るなら、特別に口腔ケア

の時間を設けなくても毎日３回ある歯磨きの時間の充実で可能なのでは

と期待できます。１時間あれば、１人で１０人のケアが可能です。しか

し、歯垢が歯石にまでなるとブラッシングだけで除去することは難しく

なります。磨き残しやすい所や食物残渣の溜まりやすい所はそれぞれ違

います。その認識の共有も必要かと思います。 

座って落ち着いた状態でするのと立ったままするのとでは、利用者様の耐久時間に差がありました。座

って落ち着いた環境では、最後までケアさせて頂くことが可能でした。正しく実施すればしただけの結果

は必ず得ることができるので、継続が何より大切です。また、実施前には思いもしていませんでしたが、

口腔ケアの時間は、利用者様とコミュニケーションを深める貴重な時間となっていました。このような効

果を実感することができたことも、大変有意義であったと感じています。 

看護師 中山 智子   

ぽこ 
ぽこ あ P oco 

P oco 
a 以和貴会

～ 法人研究発表会 ～  
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口腔ケアが必要なのはどんな人？ 

◎ ご自分できちんとケアできない人 

◎ 歯科治療に恐怖を持ち治療できない人 

◎ 誤嚥を起こしやすい人 

  （肺炎になるリスクが高くなる） 

◎ 薬の副作用のある人 

  歯肉の腫脹（抗てんかん薬・降圧薬） 

  口腔の乾燥（向精神薬・抗うつ薬・睡眠導入剤）

  抜歯後出血（抗凝固剤・血栓溶解剤） 

 抗てんかん薬服用者の 

歯・歯肉 

全顎にわたり 

増殖性歯肉炎を認める

歯頸部う蝕

時に口腔乾燥を伴う 

職員による実演 
口腔ケアは座った状態で行う 

→唾液の誤嚥を防ぐため 

ブラッシングは軽く小刻みに 

    →150～200g 圧が理想 

      動かす幅は1～2mm 程度

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ぽこ 
ぽこ あ P oco 

P oco 
a 以和貴会

～ 行事 ・ お知らせ ～

今人・我楽全体の人数が増えたので、今年の入退社式は初めてボノ

ボビル４Ｆホールにて開催しました。早朝の地震の影響で３名の方が開

始時間に間に合わないというハプニングもありましたが、式典自体はス 

ムーズに行われました。遅れられた方も、スタッフが駅まで迎えに行き、何とか式典終了前に到着す

ることができました。 

式典後には懇親会を開きました。パンやドリンク、デザートな

どを前にして、皆さん和気あいあいとした雰囲気で過ごしておら

れました。 

気持ち良い風の吹く晴天の中、ゆらくの里家族会主催バーベキュー大

会が開催されました。  

ご家族の方が利用者様のため、そしてスタッフのために、と美味し

い肉や野菜、海産物などを網で焼いてくださいます。普段なかなか味わ 

うことのできない豪華な食事に、利用者様たちだけでなく、

スタッフも満面の笑顔！何度もおかわりして、満足いくまで

美味しいお肉を堪能しました。ご家族の皆様、本当にありが

とうございました。 
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今人・我楽 入退所式 

４月１３日 

バーベキュー大会 

４月１４日 

まほろばキッチンへの出品 

 
奈良県の授産商品販売等共同推進事業の取り組みの１つとして、４月

２日にオープンしたまほろばキッチンに、奈良県南部を中心とした事業

所に対してＪＡ様が販売ブースを提供してくださいました。以和貴会か 

らは、フェリーチェの『ならすく』とモンステラ

の『米粉ポルポローネ』を販売しています。 

１４日には有名シェフのレストランもオープンし、さらに多くの方が訪れ大盛

況を呈しています。まほろばキッチンへおいでの際は、以和貴会製品のブースへ

もぜひお立ち寄りくださいますようお願いいたします。 
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しく仕事をして
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当 

分の置かれた
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８日入社）

担当 

シスタントと
用者様と一緒
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４月１日入社
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カフェ担当
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用者様と共に
います。よろ

     

々楽しく過ご

     

々覚えること
ような支援を

     

様のことを思
お願いします

す 

  森
もり

 田
た

所属  今人
担当
アシ

主に「そ～
ています。専
くことをとて

に日々勉強しな
しくお願い致
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生活
アシ
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わる仕事に興
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とし
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くの里 
支援事業担当

に勤務し始め
ました。毎日
気が出ます。
いきたいと思

    

～ 職

や 

の支援を担当
長かったので
感じています
っていきたい
３月１日入社

担当 

ていたことが
ぶりにお会い

います。皆様

月１２日入社

子
こ

 

ージ Jr. 

興味があり中
る方の生活支
んでいました
皆様に寄り添
４月１日入社

当 

めてから１か
利用者様の笑
それぞれの利

思います。よろ
（３月１日入
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新年
と期
るこ
しれ
利用

多くの方よ
ていただき、

≪ゆらくの里≫
増尾明広、堀

≪業者ほか≫ 
老松園、阪本

引き続き賛
寄付金控除

P oco 

Po
a 

《編集後記》

年度が始まり
期待と少しの
ことがありま
れません。初
用者様を支援

日本財団

一． 事業名

一． 事業内

一． 事業費

一． 助成金

一． 施設名

一． 施設所

一． 完了年

24 時間

一． 事業

一． 施設

一． 施設

一． 完了

よりご寄附い
ご利用者の

≫      
堀井信裕、平尾

本石油(株)、上

賛助会員を募
除を受けるた

ぽ
P oco 

 

りました。『新
の不安の混じ
ます。その気持
初心を忘れず、
援していきたい

団助成事

こ

こ

係

名    バン

内容   スズ

費総額  ７３

金額   ５８

名称   ワー

所在場所 奈良

年月日  平成

間テレビ助

業名    ス

設名称   障

設所在場所 奈

了年月日  平

«

いただきあり
のために使用

      
尾英治、三島茂

上村元成、イヌ

募集いたしま
ための領収証

ぽこ あ

新』という文
じりあった気
持ちこそが『
、経験で得た
いと思います

事業完了の

このたび日本財

ここに完了のご

係者の皆様に謹

ン（軽自動車）

ズキ エブリィ

３１，０００円

８０，０００円

ークサポートセ

良県香芝市今泉

成２５年２月

助成事業

スズキ エブリ

障がい者支援施

奈良県香芝市尼

平成２５年１月

賛助会員あ

がとうござい
させていただ

      
茂子、森田信行

ヌイ建装、吉川

«賛

ます。同封の
証をご希望の

ぽこあ 

文字を見ると希
気持ちにさせ
『初心』なの
た知識も生か
す。 

のお知ら

財団から平成

ご報告を申し

謹んで感謝の

）の整備 

ィ 

円 

円 

センター今人

泉４５１番地

２１日 

業完了の

リィ車椅子移動

施設 ゆらくの

尼寺６１６番地

月２５日 

ありがとうご

いました。皆
だきます。

      
行      

川自動車 

賛助会員募集

の振込用紙に
の方は「通信

こ 
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発

住

編

Ma

発

希望
られ
かも
して

らせ 

成 24 年度助成

し上げますと

の意を表しま

一

一

一

一

一

一

一

のお知らせ

動車の整備 

の里 

地 

記 

ございました

皆様方からの

≪地域事業≫
  平田義美

集» 

にて会費のお
信欄」にてご

発  行： 社

住  所： 

奈

編集責任者：理

ail    ： 

発行  ：

成金の交付を

共に、日本財

す。 

． 事業名  

． 事業内容

． 事業費総額

． 助成金額

． 施設名称

． 施設所在場

． 完了年月日

せ 

た» 

の寄付を施設

≫ 
美  

振込を是非お
連絡ください

社会福祉法人

〒639-0261 

奈良県香芝市

理事長 下村

office@yura

平成 25 年４

を受け、下記の

財団をはじめ

  バン（軽

  スズキ 

額  ７３１，

  ５８０，

  そ～る１

場所 奈良県香

日  平成２５

設整備等、有

（順

お願い申し上
い。 

～

人 以和貴会

市尼寺６１

村 卓司 

aku.or.jp 

４月 

の事業を完了

め、ご協力を賜

軽自動車）の整

エブリィ 

０００円 

０００円 

１２３ 

香芝市磯壁１-

５年２月２１

有効に活用させ

順不同、敬称略

上げます。

 最後に ～

会 

６番地 

いたしました

賜わりました

整備 

-１０５７-３

日 

 

せ

略）

～

た。

た関


